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日立クリエイティブワークステーション"2050/32EH”

UNIX炎)の高機能性を生かした事務

分野向けマルチメディアワークステー

ションとして,従米2050シリーズを提

供しているが,このたび高精細画像処

理を可能とする2050/32EHを開発した｡

この装置は,A4サイズ1ページを一

目で確認できる17インチ縦形高精細デ

ィスプレイをはじめ,400dpiの高精細

タイプレーザビームプリンタ,イメー

ジスキャナを採用し,より美しく,男載

細な画像を含むマルチメディア情報の

アウトプットを実現した｡また,画像

処理用プロセッサを標準搭載し,画像

処理の高速化を図っている｡

1.主な!特長

(1)高精細縦形ディスプレイの採用

ドット密度200dpiの高精細17インチ

縦形CRTにより,A4サイズの全面表示

を実現した｡また,モデルにより最大
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2≠iのディスプレイの接続ができ,A4

サイズ×2画面を使ったアプリケーシ

ョンが可能となった(図1)｡
(2)高精細レーザビームプリンタ

400dpiの高精細タイプをサポートし,

さらに美しいドキュメントの作成が可

能となった｡

(3)高精細イメージスキャナ

400dpiの読取り密度により,原画に

忠実な画像データの読込みが可能にな

った｡

(4)基本仕様

2050/32Eと同じく,マイクロプロセ

ッサには68030(25MHz),168Mバイ

トの高速ハードディスクを採用し,フ

ァイル容量は最大2,088Mバイトを実現

し,メインメモリは標準で4Mバイト,

表l 主な仕様

図l 日立クリエイティブワークステーション"2050/32Eげ'の外観

最大52Mバイトと大規模なアプリケー

ションを高速に処理できる｡

(5)ソフトウェアの特長

縦形高精細CRTの採用によ り,

OFISシリーズなどのテナータ表示エリア

が広くなり,操作性が向上した｡

また,従来のホストサポートに加え,

画像データのホストとの送受信,入出

力をサポートし,画像端末としても利

用で､きる｡

2.主な仕様

2050/32EHの主な仕様を表1に示す｡

(日立製作所情報事業本部 コンピュータ

事業部)

※)UNIXオペレーティングシステムは,米国

AT&T社ベル研究所が開発したソフトウェア

であr),Al'&T社がライセンスしている｡

項 目 仕 様

シ ステム装置

M P U 68030(Z5MHz)

F P U 68882(25MHz)

主 メ モ リ
標準:4Mバイト

最大:52Mバイト(4MビットーDRAM使用)

ディ スク容量 内蔵二168Mバイト

イ メ
ージ処王里 MH,MR,MMR圧縮伸長

デイ ス プレイ

C R T 】7インチ縦形モノクローム

表 示 サ イ ズ
l′792×2′496ドット

モデルによりテざィスプレイ2台接兼売可

ド ッ ト 密 度 200dpi(約8本/mm)

プ リ ン タ

印 字 方 式 レーザビーム方式

ド ッ ト 密 度 400dpi(約16本/mm)

用 紙 サ イ ズ 単票:B4,A4,B5.A5

給 紙 方 式 カセット(200枚/カセット)

印 字 速 度 8枚/分(A4マルチコピー時)

イメージスキャナ

言売取 り 方 式 フラット/くッド方式

読 取 り 密 度

400dpi(約16本/mm)

300dpi(約12本/mm)

240dpi(約10本/mm)

ZOOdpl(約8本/mm)

言売取り サイ ズ 最大A4サイズ

セールスアドバイジングシステム"MRSAS”

消費者ニーズの多様化とライフスタ

イルの変化,低成長経済下での市場競

争の激化などにより,どのような商品

がどれく らい売れているか,さらに売

れるための要因は何かという情報を,

迅速に提供できる情報システムが要求

されてきている｡

このようなニーズにこたえるため,

ホストコンピュータ上の販売関連デー

タをクリエイティブワークステーショ

ン2050/32上で分析処理することによ

†),流通業および製造業販売部門の営

業マンや販売企画担当者が手軽に利用

できる,システムOA形ソフトウエアと

してセールス アドバイジング システ

ムMRSASを開発した｡

MRSASの機能構成(図1)は基本レ

イヤ(業種･業務に共通なアプリケーシ

ョン)である基本データ分析支援サブシ
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販売促進支援

サブシステム

などのサポートを予定

MRSAS/BS

基本データ

分 析 支 援

サブシステム

販 売

デ ー

タ

/ヾ
- ス

ホスト

コンピュータ

(急設雪)

Ⅰ司l セールス アドバイジング システム

の機能構成

ステム(MRSAS/BS)と,その上位レイ

ヤ(業種または業務に適合したアプリケ

ーション)に位置する食品加工業向け受

注予測支援サブシステム(MRSAS/

FR)などから成り立っている｡

MRSAS/BSは販売データを商品別,

販売チャネル別,時系列別の各要因の

任意の組み合わせで検索,分析し,表

およびグラフの出力を行う｡MRSAS/

FRは当日受注,翌日配送を要求される

日配品を扱う食品加コニ業向けに,翌月

と翌週の受注予測量を曜日･天候･i温

度要因などで分析し,予測グラフを出

力する｡また,不定期に実施される特売

商品についても,受注量が予測できる｡

(日立製作所情報事業本部 コンピュータ

事業書β)
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花弁卸売市場のための販売管理システム"HITFJOWER”

花井(き)卸売市場は花弁i充通機構の

中核に位置し,その主な機能である集･

分荷,価格形式および代金決済を円ラ骨

かつ公正に行うための公共的規制を持

つている｡

最近の高度情報化に伴うさまざまな

情報の入手と,生産者である荷主の経

済連や農協,さらには買受け人に必要

とする情報を提供していくためにも,

コンピュータ業務処理が急務となって

きている｡このような要求にこたえる

ため,花井卸売市場向け販売管理シス

テムHITFLOWERを開発した(図1)｡

主な特長

(1)一貫システムを実現

HITFLOWERは,卸売会社の定常

業務のうえで必須(す)の範囲である荷

受け業務に始まり,販売業務･仕切り

業務･請求業務･未収業務･未払い業

務･統計業務までをシステム化したも

のである｡

(2)操作が簡単

HITFLOWERの各業務処理でのデ

ータ入力方式は,ビデオ データ ターミ

ナル システムとのオンライン方式によ

る対話入力であるため,データチェッ

クが迅速に行え,操作が簡単なため初

心者でもすぐに処理することができる｡

(3) 日本語対応

出力帳票および画面のいずれも読み

(二重垂亘亘)
何

主

送り状

商 品

やすい漢字を採用し,特にレーザビー

ム プリンタのサポートにより,高品質

な出力帳票が得られ非ノ常に見やすい統

計デー-タを提供できる｡

(日立製作所情報事業本部 コンピュータ

事業部)

花弁(き)卸売市場のための

販売管理システム

HITFLOWER

荷受け票

販売原票

競り

仕切り業務

仕切り書

売り立て報告書

買い受け人

荷受け･販売

請求･損益

荷主･買い受け人

販売業務

未払い業務

送金明細

支払い一覧

支払い予定

請求業務

未収業務

未収入金一覧表

未収入金残高表

統計業務 公共機関

統計資料

販売報告

請求書
代払い機関

甘
0

図I HITFLOWERシステム処理概念

0
金融機関

アパレル業向け生産管理システム"ト=APICS-S”

アパレル業での生産管理は,これま

で製造,加工の工程が複雑多岐などの

理由で,システム化が困難であった｡

しかし,最近のように,市場のニーズ

の個性化･多様化に伴った本格的な多

生産 計画

原材料管理

商品企画登韓

生産計画登録

進捗(ちょく憎理

原反 管理

品質少量生産･短納期時代には,生産

管理のシステム化は企業経営にとって

もはや必須(す)の条件となりつつある｡

アパレル業向け生産管理システム

HIAPICS-Sは,アパレル業での生産管

工場別手蔓入′状況
照 会･調 整

生地･付属品手配指示一覧表

進捗状況照会

生 地 引 取 伝 票

発注 管 王里 生地発注状況表

受注加工管理

原価 管 王里

付属品管理

納期 管王里

仕掛かり管理

入荷 管壬里

加工先管理

在庫 管理

発 注 管 理

図I HIA円CS-Sの構成と処理の概略

106

生地残高明細照会

付 属 品 発 注 書

付属品発注状況表

製品納期照会

納期遅れ一覧表

仕掛かり状況照会

製品入荷一覧表

返品･修‡里未納一覧表

エ場別不良幸一覧表

原 価 照 会

原 価 採 算 書

理業務のシステム化を図り,これまで

放置されていた原材料管理から原価管

理までの種々の問題を解決するために

開発したものである(図1)｡

主な特長

(1)生産計画から製品入荷までの生産

業務全般をサポートできる｡

(2)加工先の生産台巨力に応じた生産計

画が立てられる｡

(3)生地については,末引き取り反,

社内反の残高(在庫)管]璽が行える｡

(4)計画･裁断･入荷の各段P皆でのJ京

価の照会ができ,裁断時の｢原価変更

報告書+,完納確認時の｢原価採算書+

の自動作成により,原価の把握が容易

に行える｡

(5)検品情報によって加工先別の不良状

況(過去3か月)が把握できるため,加工

先に対する統制と選定が的確に行える｡

(6)納期,仕掛かr)状亨兄,進捗(ちょ

く)状況などの豊富な管理情報を提供で

きる｡

(日立製作所情報事業本部 コンピュータ

事業部)
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命令記憶装置
1.本発明の背景

マイクロ命令は複数のフィールドで

構成され,各ブイ_-ルドは対応するハ

ードウェアを制御する｡

ところが大部分のマイクロ命令は,

その全フィールドを使うわけではない｡

未使用のフィールドが存在し,これが

マイクロ命令を命令記憶装置に記憶さ

せた際,記憶容量のむだとなる｡物量

に制限のある中･小形計算機では,こ

の記憶容量のむだはたいへん大きな問

題である｡

本発明は,マイクロ命令の機能を落

とさず記憶容量を削除可能とするもの

である｡

2.本命令記憶装置の動作

本命令記憶装置を図lに示す｡

命令記憶装置の1エントリには,複

数のマイクロ命令が記憶される｡その

命令の中の使用頻度の高いフィールド

は専用フィールドに,頻度の低いフィ

ールドは混合され共通フィールドに格

糸内される｡また,分配指示フィールド

は,共通フィールドのき昆合のしかたを

示す｡

命令記憶装置から読み出された1エ

ントリ分の命令は,エラー訂止後選択

器で一つの専用フィールドが選ばれ,

さらに分配器で共通フィールドの情報

が分配され,命令レジスタに格納され

る｡

命令記憶装置

3.特長･効果

複数の命令を圧縮して格納できるの

で,命令記憶装置の容量を削減できる｡

4.提供技術

■ 関連特許の実施許諾

●特許第1364233号

(特公昭6卜31893号)

｢命令記憶装置+ほかl件

分配指示フィールド 専用フィールド 専用フィールド 共通フィールド ECC 一-･エントリ

エラー訂正

選 択 器

図l 命令記憶装置

器
｢一し一曲ロー

分

命令レジスタ

情幸艮処理システム
l.本発明の背景

システムの保守･監視などをつかさ

どるサービスプロセッサを持つ情報処

理システムがある｡このサービスプロ

セッサに多種多様の機能を行わせるた

めには,膨大な制御用プログラムをオ

ーバレイで実行させるとともに,サー

ビスプロセッサ独自で多くのハードウ

ェアを備える必要がある｡

本発明は,こうしたサービスプロセ

ッサ独自のハードウェアなしでサービ

スプロセッサのj幾能拡充を実現する情

報処理システムである｡

中央処理装置

主記憶装置

補助記憶装置

2.情報処理システムの動作

本発明のシステム構成例を図=に示

す｡通常時の入出力動作は,中央処理

装置が主記憶装置にアクセス情報を格

納した後,サービスプロセッサに起動

をかけることで行われる｡ここでは以

下の動作の説明を省略し,サービスプ

ロセッサが,パネルのスイッチ状態に

基づき,制御用プログラムのオーバレ

イの必要性を確認した場合の動作を説

明する｡サービスプロセッサは,中央

処理装置を停止状態にし,中央処理装

置が入出力処王聖装置を使用することを

サービスプロセッサ

インタフェースレジスタ

入 出 力 処 理 装 置

図l情報処理システムの構成例

パネル

外部記憶

装置

入出力装置

禁止する｡次にサービスプロセッサは,

指定された制御用プログラムを格納す

る外部記憶装置のアドレス情報と補助

記憶装置へのロードアドレスをインタ

フェースレジスタにセットする｡入出

力処理装置がその内容を読み出して,

指定されたプログラムを外部記憶装置

から補助記憶装置の所定番地へロード

する｡ロードが完了すると,サービス

プロセッサは入出力処理装置を動作さ

せ,ロードされた制御プログラムに含

まれる出力データを入出力装置にHl力

する｡

3.特長･効果

サービスプロセッサ独自で多くのハ

ードウェアを備えることなく,サービ

スプロセッサの機能拡充を図ることが

で､きる｡

4.提供技術

■ 関連特許の実施許諾

●特許第川66210号

(特公昭63-16778号)

｢情報処理システム+

日立製作所では,すべての所有特許権を適正な価格で皆さまにご利用いただいております｡また,ノウハウについてもご相談に応じておりますので,お気軽にお問い合わせください｡

ぉ問い合わせ先は… 株式会社日立製作所 〒100東京都千代田区丸の内一丁日5削号(新丸ビル)電話(03)2川一3114(直通)知的所有権本部ライセンス第二部特許営業グループ
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マイクロ命令を分割格納する情報処理装置
l.本発明の背景

マイクロ命令を使って制御する情報

処理装置の構成として,(1)プロセッサ

の外部にマイクロ命令を格納する専用

RAMを外付けするもの,(2)マイクロプ

ロセッサに見られるようにマイクロ命

令を格納するROMをオンチップ化する

もの,などがある｡

上記(1)の場合はチップ間の信号伝搬

時に遅延を生じ,一方(2)の場合は大容

量のマイクロ命令すべてを格納できな

いという問題点があった｡

本発明は,VLSI化に好適で,大容

量のマイクロ命令を高速に読み出すこ

とができる情報処理装置を提供するも

のである｡

2.本発明の内容

プロセッサおよび主メモリを備えた

本発明による情報処理装置の一例を

図1に示す｡マイクロ命令-をプロセッ

サ内オンチップのROMと,オフチップ

の主メモリ上に分割して格納する｡

マイクロ命令のアドレスから,ROM

にマイクロ命令が格納されていればそ

のまま読み出しを行い,格納されてい

なければ,主メモリ上のアドレスに変

70 ロ セ ッ サ

命令フエッチユニット

メ
モ
リ
制
御
ユ
ニ
ッ
ト

制御ユニット

マイクロ命令用
ROM

演 算 ユ ニ
ッ ト

アドレスバス データパス

マイクロ命令領域 主メモリ

図l マイクロ命令を分割格納する情報処‡里

装置

換して該当するマイクロ命令を読み出

す｡

3.特長･効果

(1)アクセス≠頃度の高いマイクロ命令

をオンチップROMに格納しておくこと

ができ,高速読み出しが実現できる｡

(2)マイクロ命令を主メモリ上に拡張

でき,大容量のマイクロ命令が実装で

きる｡

(3)専用バスを使わず,主メモリのア

ドレスバス,データバスを使うのでピ

ン数の増加を防止できる｡

(4)オンチップROMのマイクロ命令の

読み出しを抑制して,主メモリのマイ

クロ命令を使うことによって,マイク

ロ命令のデバッグが可能となる｡

4.提供技術

■関連特許の実施許諾

●特開昭63-116236号

｢情報処理装置+
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